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温かい心に触れることで
福岡県　福岡市立和白丘中学校　１年

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ごとう),後藤)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かける),駆)
最近、テレビなどで、まだ成人にもならない僕と同じくらいの歳の若い人達が犯罪に手を染めるといったようなニュースをよく聞く。そのことが発展し、大きな事件にもなっている。なぜ、若いのにそんなことをしてしまうのだろうか。何が原因なのか。僕は疑問に思った。
　そんな時、ある一つのテレビ番組を見た。内容は、学生の時に、親がおらず非行に走っていた男性が、非行をした人の立ち直りを支える活動をしているおばあさんに出会い、そのおばあさんと、自分と同じような状態にある人達と一緒に暮らす様子である。暮らしていく中で男性は、手料理などのまるで自分のお母さんのような、おばあさんの温かい心に触れ、成長していく。
　この話の中で、僕が特に印象に残った場面がある。それは、誕生日の時に、おばあさんに手作りのバースデイケーキを作ってもらい、本当にうれしそうに笑顔で写る男性の写真が出る場面である。親がおらず、きっと手作りのバースデイケーキを食べたことが一度もなかったのだろう。初めて食べる手作りのバースデイケーキは格別なものだったに違いない。まさに、おばあさんの温かい心に触れた、そう感じさせる笑顔であった。
こうして、温かい心に触れ成長した男性は、就職をすることができた。そんな男性は、おばあさんについて、
「あのおばあさんに本当に助けられました。おばあさんのおかげで今があります。」と感謝していた。本当にすごいおばあさんだと僕も思う。非行をした人を立ち直らせる方法をよく知っていると思った。
非行をした人を立ち直らせる方法、それは「温かい心に触れること」だと思う。非行に走る多くの人は勉強することができなかったり、家族がいなかったりという環境でもあると思うが、なにより「温かい心に触れること」ができない環境であると思う。しかし、おばあさんの家のように「温かい心に触れること」ができた人は、男性のような非行をした人でも立ち直ることができる。さらに、「温かい心に触れること」ができる環境を地域全体でつくることができれば、非行のない地域づくりができる。そのためには、地域や近所の人がそういう環境をつくっていく必要がある。僕自身、実際に近所の人の温かい心に触れた時がある。
近所のおばさんが小学校を卒業する時、
「お祝いにプリンかゼリーかどちらがいい。」
と聞かれ、
「じゃあ、プリンがいいです。」
と言ったら、次の日に特大のプリンを持って来てくださったことがあった。
また、僕の家のとなりに住んでいる九十代のおばあさんは、母の帰りが遅かった時に電話で、
「家に残り物があるから、家までちょっと取りに来て。」
と言われ、家に行くと、天ぷらや赤飯等を沢山くださったこともあった。
　そのおばあさんは、いつも僕が出かける時に、
　「おはよう。」
とあいさつしてくださり、
　「今日は暑いね。」
とか、
　「今日は学校があるの。」
等、声をかけてくださる。そういった時に、温かい心に触れた気がする。
　温かい心は、別に人にあげる物だけに限ったことではない。日常生活の中にでもあるのだ。「温かい心に触れること」ができた人は、人に対して温かい心で接することができ、その心に触れることができた人は、人に対して、温かい心で接することができると思う。この温かい心の連鎖こそ、非行をなくしていけることであり、大きな事件を防げることである。僕はそう考える。
法務省“社会を明るくする運動”中央推進委員会主催


第６５回“社会を明るくする運動”作文コンテスト





日本更生保護協会理事長賞（優秀賞）














